
 
 
 
 
 

 
 
 
   

 

 

 
   

     

 
       

 
       

 
 

(％表示は、対前期増減率) 
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四半期決算説明会開催の有無 ：有 (機関投資家向け )

(百万円未満切捨て)

１．平成25年９月期第２四半期の連結業績（平成24年10月１日～平成25年３月31日）
（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年９月期第２四半期 11,252 △10.7 1,854 △25.1 1,894 △28.2 1,165 △23.1
24年９月期第２四半期 12,600 16.5 2,476 35.5 2,637 32.8 1,515 29.2

(注) 包括利益 25年９月期第２四半期 1,440百万円(△12.4％) 24年９月期第２四半期 1,643百万円( 40.7％)

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

25年９月期第２四半期 40.58 40.39
24年９月期第２四半期 52.10 51.91

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

25年９月期第２四半期 36,607 31,882 86.9
24年９月期 36,927 32,241 87.2

(参考) 自己資本 25年９月期第２四半期 31,815百万円 24年９月期 32,198百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年９月期 ― 12.00 ― 27.00 39.00

25年９月期 ― 16.00

25年９月期(予想) ― 31.00 47.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．平成25年９月期の連結業績予想（平成24年10月１日～平成25年９月30日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 21,500 2.9 3,200 3.6 3,500 0.7 2,100 11.0 74.93

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



  

 

 

     

     

   

 
  

  

   

   

 

 
  

 

 
  

※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

  (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 有

④ 修正再表示 ： 無

(注)第１四半期より減価償却方法の変更を行っており、「会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針
の変更」に該当しております。詳細は添付資料4ページ「２.サマリー情報（注記事項）に関する事項(１)会計方針
の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 25年９月期２Ｑ 29,085,000株 24年９月期 30,637,000株

② 期末自己株式数 25年９月期２Ｑ 962,126株 24年９月期 1,552,152株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年９月期２Ｑ 28,723,682株 24年９月期２Ｑ 29,084,750株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開
示時点において金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表に対するレビュー手続きは終了しておりません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の
前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）3ページ
「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。
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当第２四半期連結累計期間における国内経済は、金融緩和期待から円安が進展、輸出企業への追い風

となり、収益改善予想が株価全体の上昇をもたらしました。個人消費も持ち直しの動きが見られ、景気

全体の先行きには不安があるものの、ほのかな明るさが見え始めました。一方で、米国の景気は緩やか

ながら回復基調を保ちましたが、依然として債務不安を抱えるヨーロッパ経済は低調に推移し、中国で

は予想の範囲内ながら景気拡大のスピードが弱まってきています。また、その他の新興国経済も今一つ

力強さが欠ける状況でした。 

こうした中、当社グループは“はかる技術”を基本としたビジネスコンセプトを継続しながら、研究

開発市場に傾注してまいりました。そして国内産業の次なる成長の糧となる“新しい技術・製品の開

発”の一翼を担うべく、欧米を中心にした先端計測技術・機器の導入と、ソフトウェアを中心にした自

社システム製品の増強に力を入れてきました。この結果、連結売上高は112億5千2百万円（前年同四半

期比10.7%減）となり、この内、輸入国内取引高は108億9千2百万円、韓国向けを中心とした日本からの

輸出取引高は3億4千5百万円となりました。 

利益面では、営業利益18億5千4百万円（前年同四半期比25.1％減）、経常利益18億9千4百万円（前年

同四半期比28.2％減）、四半期純利益は11億6千5百万円（前年同四半期比23.1％減）となりました。 

各セグメントの業績は、次のとおりであります。 

(物性測定機器事業) 

物性測定機器事業におきましては、新エネルギーの要素技術である電池素材の開発や新たな半導

体素材の研究が継続し、物質の電気特性の測定評価への強いニーズは依然高いまま推移しました。

この結果、売上高は24億9百万円（前年同四半期比9.4％減）、営業利益は3億4千6百万円（前年同

四半期比33.5％減）となりました。 

(情報通信測定機器事業) 

情報通信測定機器事業におきましては、スマートフォンの普及による急激なデータ増に対応すべ

く、ＬＴＥやクラウドコンピューティング、ビッグデータに関連する技術開発が従来に倍するスピ

ードで進んでおり、合わせてセキュリティへの関心も強くなっております。この結果、売上高は33

億2千7百万円（前年同四半期比3.2％増）、営業利益は5億2千2百万円（前年同四半期比15.9％減）

となりました。 

(振動解析測定機器事業) 

振動解析測定機器事業におきましては、鉄道・航空関連産業向けは堅調でしたが、中心となる自

動車関連業界の研究開発投資が中国市場の不調の影響により低調に推移しました。この結果、売上

高は20億円（前年同四半期比16.3％減）、営業利益は6億4千4百万円（前年同四半期比34.5％減）

となりました。 

(ＥＭＣ測定機器事業) 

ＥＭＣ測定機器事業におきましては、国内市場は特に大手電機各社を中心として依然低調であ

り、中国市場で補うにはいたりませんでした。この結果、売上高は11億1千7百万円（前年同四半期

比15.8％減）、営業利益は8千4百万円（前年同四半期比41.3％減）となりました。 

(その他の測定機器事業) 

その他の測定機器事業におきましては、多岐に渡る測定分野が対象になっており、復興需要を背

景にした海洋計測機器は堅調でしたがその他の分野に伸びがみられず、売上高は22億8千1百万円

（前年同四半期比12.0％減）、営業利益は4億4千6百万円（前年同四半期比18.3％減）となりまし

た。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報
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①資産、負債及び純資産の状況 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ3億2千万円減少し、366

億7百万円となりました。主な減少要因は、投資有価証券の減少15億7千5百万円、有価証券の減少2億

9千8百万円等によるものであります。一方、主な増加要因は、受取手形及び売掛金の増加16億8千1百

万円等によるものであります。 

負債は、前連結会計年度末に比べ3千8百万円増加し、47億2千5百万円となりました。主な増加要因

は、支払手形及び買掛金の増加5億9千2百万円等によるものであります。一方、主な減少要因は、未

払法人税等の減少3億4千8百万円等によるものであります。 

純資産は、前連結会計年度末に比べ3億5千8百万円減少し、318億8千2百万円となりました。主な減

少要因は、自己株式の取得10億3千6百万円及び配当金の支払い7億8千5百万円等によるものでありま

す。一方、主な増加要因は、四半期純利益11億6千5百万円等によるものであります。 

②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、前連結会計年

度末に比べ2億8千万円減少し、39億7千9百万円となりました。 

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであ

ります。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

資金の主な増加要因は、税金等調整前四半期純利益19億1千3百万円の計上及び仕入債務の増加額5

億9千2百万円によるものであり、一方、資金の主な減少要因は、売上債権の増加額16億8千1百万円及

び法人税等の支払額10億5千6百万円によるものであります。 

 この結果、営業活動によるキャッシュ・フローは3億6千6百万円の減少(前年同四半期は5億1千9百

万円の増加)となりました。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

資金の主な増加要因は、有価証券の売却による収入36億3千5百万円によるものであり、一方、資金

の主な減少要因は、有価証券の取得による支出11億8百万円及び投資有価証券の取得による支出6億円

によるものであります。 

 この結果、投資活動によるキャッシュ・フローは18億8千8百万円の増加(前年同四半期は3億3千1百

万円の減少)となりました。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

資金の主な減少要因は、自己株式の取得による支出10億3千6百万円及び配当金の支払額7億8千5百

万円によるものであります。 

 この結果、財務活動によるキャッシュ・フローは18億2千2百万円の減少(前年同四半期は3億7千8百

万円の減少)となりました。 

  

平成25年９月期の連結業績予想につきましては、平成24年10月24日に公表いたしました連結業績予想

に変更はありません。 

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（３）連結業績予想に関する定性的情報
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当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年10月１日以後に取得した有

形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。 

なお、これによる当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に

与える影響額は軽微であります。 

  

  

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年９月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,596,609 2,615,149

受取手形及び売掛金 3,955,258 5,636,801

有価証券 9,519,307 9,220,534

商品及び製品 819,038 723,378

その他 724,145 811,352

貸倒引当金 △800 △1,100

流動資産合計 17,613,559 19,006,116

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,532,394 2,481,456

車両運搬具（純額） 11,787 9,291

工具、器具及び備品（純額） 396,143 367,928

土地 5,596,785 5,596,785

有形固定資産合計 8,537,111 8,455,460

無形固定資産   

その他 48,185 79,245

無形固定資産合計 48,185 79,245

投資その他の資産   

投資有価証券 6,637,416 5,061,599

その他 4,116,843 4,030,662

貸倒引当金 △25,800 △25,800

投資その他の資産合計 10,728,460 9,066,462

固定資産合計 19,313,757 17,601,169

資産合計 36,927,316 36,607,286

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,552,414 2,144,795

未払法人税等 1,072,440 724,169

賞与引当金 540,000 500,000

役員賞与引当金 38,000 －

その他 830,866 706,489

流動負債合計 4,033,721 4,075,454

固定負債   

退職給付引当金 485,778 492,548

その他 166,560 157,020

固定負債合計 652,338 649,568

負債合計 4,686,059 4,725,022
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年９月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,158,000 4,158,000

資本剰余金 4,603,500 4,603,500

利益剰余金 25,232,319 24,005,914

自己株式 △1,638,583 △1,068,840

株主資本合計 32,355,236 31,698,573

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △154,824 73,125

繰延ヘッジ損益 △1,882 28,916

為替換算調整勘定 △442 15,247

その他の包括利益累計額合計 △157,149 117,289

新株予約権 43,169 66,400

純資産合計 32,241,256 31,882,263

負債純資産合計 36,927,316 36,607,286
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書
 第２四半期連結累計期間 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年10月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年10月１日 
 至 平成25年３月31日) 

売上高 12,600,963 11,252,438

売上原価 6,650,613 6,084,049

売上総利益 5,950,350 5,168,389

販売費及び一般管理費 3,474,001 3,313,404

営業利益 2,476,348 1,854,984

営業外収益   

受取利息 80,649 55,352

受取配当金 19,506 19,317

有価証券売却益 7,264 6,538

為替差益 20,301 －

その他 71,657 7,993

営業外収益合計 199,378 89,203

営業外費用   

支払利息 2,657 1,944

有価証券売却損 16,460 12,002

為替差損 － 28,025

持分法による投資損失 17,918 －

その他 919 8,075

営業外費用合計 37,956 50,047

経常利益 2,637,770 1,894,140

特別利益   

固定資産売却益 4,627 29,448

国庫補助金 － 3,242

特別利益合計 4,627 32,690

特別損失   

固定資産処分損 570 4,847

固定資産圧縮損 － 3,020

ゴルフ会員権評価損 － 5,786

為替換算調整勘定取崩額 55,385 －

特別損失合計 55,955 13,653

税金等調整前四半期純利益 2,586,442 1,913,177

法人税、住民税及び事業税 1,193,000 712,000

法人税等調整額 △121,947 35,590

法人税等合計 1,071,052 747,590

少数株主損益調整前四半期純利益 1,515,390 1,165,586

四半期純利益 1,515,390 1,165,586
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 四半期連結包括利益計算書 
 第２四半期連結累計期間 

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年10月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年10月１日 
 至 平成25年３月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,515,390 1,165,586

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 63,652 227,949

繰延ヘッジ損益 7,396 30,798

為替換算調整勘定 57,086 15,690

その他の包括利益合計 128,135 274,438

四半期包括利益 1,643,526 1,440,024

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,643,526 1,440,024

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年10月１日
 至 平成24年３月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年10月１日
 至 平成25年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 2,586,442 1,913,177

減価償却費 191,748 167,273

貸倒引当金の増減額（△は減少） 600 300

賞与引当金の増減額（△は減少） 10,000 △40,000

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △30,000 △38,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 27,583 6,770

受取利息及び受取配当金 △100,155 △74,670

支払利息 2,657 1,944

持分法による投資損益（△は益） 17,918 －

有価証券売却損益（△は益） 9,196 5,463

固定資産除売却損益（△は益） △4,057 △24,601

為替換算調整勘定取崩損 55,385 －

売上債権の増減額（△は増加） △3,230,812 △1,681,221

たな卸資産の増減額（△は増加） 253,175 95,659

仕入債務の増減額（△は減少） 1,067,681 592,276

その他 371,658 △320,259

小計 1,229,023 604,112

利息及び配当金の受取額 92,730 75,482

利息の支払額 △2,657 △1,944

法人税等の支払額 △799,124 △1,056,184

法人税等の還付額 － 11,644

営業活動によるキャッシュ・フロー 519,971 △366,889

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の取得による支出 △1,273,273 △1,108,906

有価証券の売却による収入 2,511,646 3,635,603

有形固定資産の取得による支出 △144,375 △82,565

有形固定資産の売却による収入 7,281 37,275

無形固定資産の取得による支出 △1,293 △468

投資有価証券の取得による支出 △1,412,852 △600,000

投資有価証券の売却による収入 － 15,202

その他 △18,894 △7,457

投資活動によるキャッシュ・フロー △331,761 1,888,684

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △67 △1,036,905

配当金の支払額 △378,095 △785,290

ストックオプションの行使による収入 1 2

財務活動によるキャッシュ・フロー △378,162 △1,822,194

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3,450 20,048

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △193,402 △280,350
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年10月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年10月１日 
 至 平成25年３月31日) 

現金及び現金同等物の期首残高 3,423,849 4,261,062

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 － △787

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,230,447 3,979,924
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 該当事項はありません。 

  

【セグメント情報】  

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成23年10月１日 至 平成24年３月31日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

                                  （単位：千円） 

 
（注） 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に韓国向けの社会インフラ等の販

売を含んでおります。 

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該

差額の主な内容（差異調整に関する事項）     

                         （単位：千円） 

 
（注） 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成24年10月１日 至 平成25年３月31日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

                                  （単位：千円） 

 
（注） 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に韓国向けの社会インフラ等の販

売を含んでおります。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

報告セグメント
その他
（注）

合計物性 
測定機器 
事業

情報通信 
測定機器 
事業

振動解析
測定機器 
事業

ＥＭＣ
測定機器 
事業

その他の
測定機器 
事業

計

売上高 2,658,655 3,225,235 2,390,173 1,327,341 2,594,185 12,195,592 405,371 12,600,963

セグメント利益
又は損失（△）

520,995 620,968 984,112 144,615 546,027 2,816,719 △4,219 2,812,499

利益 金額

報告セグメント計 2,816,719

「その他」の区分の損失 △4,219

全社費用（注） △336,151

四半期連結損益計算書の営業利益 2,476,348

報告セグメント
その他
（注）

合計物性 
測定機器 
事業

情報通信 
測定機器 
事業

振動解析
測定機器 
事業

ＥＭＣ
測定機器 
事業

その他の
測定機器 
事業

計

売上高 2,409,353 3,327,608 2,000,906 1,117,439 2,281,885 11,137,193 115,245 11,252,438

セグメント利益
又は損失（△）

346,204 522,440 644,742 84,953 446,101 2,044,441 △9,833 2,034,608
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２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該

差額の主な内容（差異調整に関する事項）     

                         （単位：千円） 

 
（注） 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

  （１）自己株式の取得 

当社は、平成24年10月24日開催の取締役会の決議に基づき、平成24年10月25日から平成25年3月

22日にかけて、市場買付により当社普通株式964,300株を総額1,036,737千円にて取得しておりま

す。 

  （２）自己株式の消却 

当社は、平成24年10月24日開催の取締役会の決議に基づき、平成25年１月15日付で自己株式

1,552,000株の消却を実施しております。この結果、自己株式が1,604,036千円減少し、利益剰余金

も同額減少しております。 

  

（７）重要な後発事象 

  該当事項はありません。   

利益 金額

報告セグメント計 2,044,441

「その他」の区分の損失 △9,833

全社費用（注） △179,623

四半期連結損益計算書の営業利益 1,854,984

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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４．参考情報

業績の推移（実績と計画）

第２四半期 
連結累計期間

売上高 営業利益 経常利益
四半期
純利益

1株当たり 1株当たり 期末発行済

四半期純利益 純資産 株式数

（百万円) （百万円) （百万円) （百万円) （円） （円） (千株)

第57期 
（2009-3）

10,975  1,465 1,555 849 28.83 1,051.57 29,038

第58期 
（2010-3）

9,824 989 1,153 1,822 62.68 1,092.77 29,078

第59期 
（2011-3）

10,812 1,827 1,985 1,172 40.33 1,079.36 29,082

第60期 
（2012-3）

12,600 2,476 2,637 1,515 52.10 1,111.77 29,085

第61期 
（2013-3）

11,252 1,854 1,894 1,165 40.58 1,131.32 28,122

通期
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

1株当たり 1株当たり 期末発行済
当期純利益 純資産 株式数

（百万円) （百万円) （百万円) （百万円) （円） （円） （千株）

第57期 
（2009-9）

18,435 1,089 1,386 902 30.82 1,045.96 29,072

第58期 
（2010-9）

17,840 1,236 1,588 1,915 65.88 1,087.32 29,080

第59期 
（2011-9）

18,383 1,992 2,338 1,393 47.91 1,068.30 29,084

第60期 
（2012-9）

20,884 3,090 3,474 1,892 65.08 1,107.04 29,084

第61期 
（2013-9） 
計画値

21,500 3,200 3,500 2,100 74.93 － －

（注) 
 

１株当たり当期純利益は期中平均発行済株式数、１株当たり純資産は期末発行済株式数にてそれぞ
れ算出しております。
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